
デザルグの定理　

　２つの三角形の対応する頂点を結ぶ３直線が１点で交わるとき，対応する３組の辺の３つの交点

は１直線上にある。逆も成り立つ。

証　明

　△ＡＢＣと△ＡＢＣにおいて，直線ＡＡ，ＢＢ，ＣＣが１点Ｏで交わり，また，辺ＢＣと

ＢＣ，ＣＡとＣＡ，ＡＢとＡＢがそれぞれ点Ｐ，Ｑ，Ｒで交わるものとする。

　△ＯＢＣをＢＣで切ったとみてメネラウスの定理を用いると
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同様に，△ＯＣＡ，△ＯＡＣをそれぞれＣＡ，ＡＢで

切ったとみると
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これら３式をかけあわせると
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したがって，点Ｐ，Ｑ，Ｒは１直線上にある。

　逆は，点Ｐ，Ｑ，Ｒが１直線上にあるとき，直線ＡＡ，ＢＢ，ＣＣが１点で交わることを示

せばよい。そのために，ＢＢ，ＣＣの交点をＯとしてＯ，Ａ，Ａが１直線上にあることを示す。

　△ＲＢＢと△ＱＣＣにおいて，対応する頂点を結ぶ３直線ＲＱ，ＢＣ，ＢＣは点Ｐで交わる

から，対応する３組の辺ＢＢとＣＣ，ＲＢとＱＣ，ＲＢとＱＣの交点Ｏ，Ａ，Ａは１直線

上にあることになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証明終）


